
　令和５年第２回定例会は、３月１０日に招集され、会期を１４日までの５日間と決め、初日は人事案件、条
例制定・改正、令和４年度各会計補正予算など３９議案を審議し、いずれも原案どおり可決しました。また、
令和５年度予算編成方針、令和５年度各会計予算説明などが行われました。
　１１日から１２日までは議案精査のため休会とし、１３日から１４日まで令和５年度各会計予算審議、予算総
括質疑が行われました。その後、予算関連条例、令和５年度各会計予算、意見案など１１議案を可決し、閉
会しました。

会　計　名 予　算　額
介護保険 4 億 9,586 万 8 千円
国民健康保険 7 億 2,008 万 5 千円
後期高齢者医療 8,644 万 7 千円
簡易水道 5,984 万 7 千円
農業集落排水 2 億    602 万 9 千円
焼酎 1 億 1,693 万 1 千円
小水力発電 7,500 万 2 千円

令和 4 年度　各会計予算
会   計   名 補　　正　　額 補正後の総額

一般会計（第8号） 3 億 1,001 万 9 千円 63 億 931 万 6 千円
介護保険（第2号） △ 2,297 万 6 千円 4 億 7,470 万 7 千円
国民健康保険（第3号） △ 5,543 万 6 千円 7 億 1,136 万 8 千円
後期高齢者医療（第2号） 91 万 9 千円 8,208 万 2 千円
簡易水道（第3号） △ 179 万 9 千円 6,096 万 6 千円
農業集落排水（第4号） △ 1,126 万 3 千円 1 億 4,560 万 8 千円
焼酎（第3号） △ 469 万 8 千円 1 億 1,452 万 4 千円
小水力発電（第1号） 2,700 万円 8,800 万 1 千円

清里町議会定例会令和５年
第２回

令和５年度
当初予算 ６７億５,９２０万９千円を可決 統一地方選挙の年のため

骨格予算編成

特 別 会 計 一 般 会 計
17 億 6,020 万 9 千円 49 億 9,900 万円

主な事業
○役場庁舎冷房改修事業

２，４２５万２千円
○職員単身者住宅建設事業

７，８５１万９千円
○ホームページサイト更新事業

８００万円
○地域公共交通対策事業

１，８６３万５千円
○障がい者計画・障がい福祉計画策定事業

４２９万６千円
○高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定事業

４９６万７千円
○子ども・子育て支援事業計画策定事業

２８６万８千円
○農地整備事業

５，６９９万１千円
○商工会補助事業

１，３５０万５千円
○観光協会補助事業

１，８６１万３千円
○除雪車更新事業

４，０６８万１千円
○公営住宅改修事業

４，０５７万３千円

○臨時教員配置事業
６３０万２千円

○緑スキー場リフト整備事業
１千４８５万円

○中高校生海外派遣研修事業
１，１６１万５千円

補
正
予
算

◆
一
般
会
計
︵
第
８
号
︶

　
今
回
の
補
正
は
、
実
行
予
算
に
基

づ
き
、
事
務
事
業
の
執
行
に
伴
う
不

用
額
の
減
額
及
び
不
足
が
見
込
ま
れ

る
事
業
の
増
額
並
び
に
特
別
会
計
の

操
出
金
の
調
整
に
係
る
補
正
で
す
。

主
な
補
正
事
業

○
地
域
拠
点
施
設
整
備
事
業

４
億
３
千
５
６
０
万
円

○
商
工
振
興
事
業
補
助
事
業

１
千
１
５
６
万
７
千
円

○
清
里
町
地
域
脱
炭
素
戦
略
策
定
事
業

１
千
万
円

○
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
温
泉
井

揚
湯
試
験
事
業

６
０
３
万
円

○
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
支
援
事
業

２
６
２
万
円

◆
介
護
保
険
事
業
︵
第
２
号
︶

　
各
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
見

込
み
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増
減
に

伴
う
補
正
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
︵
第
３
号
︶

　
療
養
給
付
、
保
健
事
業
費
の
実
績

精
査
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納

状
況
に
伴
う
補
正
で
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
︵
第
２
号
︶

　
保
険
料
、
繰
入
金
、
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

の
精
査
に
伴
う
補
正
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
︵
第
３
号
︶

　
委
託
料
、
工
事
請
負
費
、
経
済
支

援
対
策
の
基
本
使
用
料
減
免
事
業
等

の
整
理・実
績
に
基
づ
く
補
正
で
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
︵
第
４
号
︶

　
委
託
料
、工
事
請
負
費
等
の
整
理・

実
績
に
基
づ
く
補
正
で
す
。

◆
焼
酎
事
業
︵
第
３
号
︶

　

職
員
給
与
費
、
焼
酎
売
払
収
入
、

繰
入
金
等
の
精
査
に
伴
う
補
正
で

す
。

◆
小
水
力
発
電
事
業
︵
第
１
号
︶

　
売
電
収
入
の
増
加
に
伴
う
協
議
会

負
担
金
の
増
額
及
び
執
行
額
の
確
定

に
伴
う
補
正
で
す
。

条

例

個
人
情
報
保
護
関
連

◆
清
里
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条

例
の
制
定

今
日
ま
で
の
個
人
情
報
保
護
制
度

は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
団
体
ご

と
に
適
用
さ
れ
、
法
令
や
所
管
が
異

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
対
応
や
個
人
情
報
の
保
護
と
デ
ー

タ
流
通
の
両
立
・
強
化
及
び
、
個
人

情
報
保
護
制
度
の
国
際
的
な
調
和
を

図
る
た
め
、
令
和
３
年
５
月
19
日
に

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」

の
改
正
を
含
む
、「
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
形
成
を
図
る
た
め
の
関
係
法
令
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
、
令

和
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
新
法
に
一

元
化
さ
れ
、
個
人
情
報
保
護
制
度
の

所
管
が
国
の
個
人
情
報
保
護
委
員
会

と
な
り
、
条
例
で
定
め
て
い
た
事
項

の
多
く
が
新
法
で
規
律
さ
れ
る
た

め
、現
行
の
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」

を
廃
止
し
、
規
定
を
整
理
の
上
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
清
里
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
の
制
定

　
「
清
里
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例
の
制
定
」
に
伴
い
、
審
査
会
設

置
に
係
る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で

す
。

◆
清
里
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴
う

「
清
里
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
条
例
」
の
制
定
に
よ
り
改

正
す
る
も
の
で
す
。

◆
清
里
町
債
権
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に
伴
い
、

根
拠
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
清
里
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
今
日
ま
で
の
清
里
町
議
会
に
お
け

る
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

行
政
側
で
制
定
し
た
「
清
里
町
個
人

情
報
保
護
条
例
」
が
適
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
改
正
後
の
個
人
情
報
保

護
法
で
は
、
国
会
（
立
法
権
）
や
裁

判
所
（
司
法
権
）
の
独
立
性
を
踏
ま

え
、
個
人
情
報
保
護
法
の
『
適
用
対

象
外
』
と
な
り
、
地
方
公
共
団
体
の
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議
会
も
同
様
に
、『
法
律
の
適
用
対

象
か
ら
除
外
す
る
』
こ
と
と
さ
れ
た

た
め
、
議
会
に
お
い
て
独
自
の
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条
例
の
精
査・確
認
に
よ
る
改
正

既
に
制
定
さ
れ
て
い
る
条
例
等
の

引
用
法
令
や
文
言
な
ど
、
内
容
、
効

力
の
有
無
を
改
め
て
精
査
の
結
果
に

よ
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
公
益
的
法
人
等
へ
の
町
職
員
の
派

遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
引
用
法
令
の
精
査
等
に
伴
う
改
正

で
す
。

◆
清
里
町
証
人
等
に
対
す
る
実
費
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　
引
用
法
令
の
精
査
等
に
伴
う
改
正

で
す
。

◆
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
条
文
の
区
分
（
条
、
項
、
号
）
の

整
理
等
に
伴
う
改
正
で
す
。

◆
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
文
の
区
分
（
項
、
号
）
の
整
理
等

に
伴
う
改
正
で
す
。

◆
清
里
町
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
設
置
条
例
の
制
定

　
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再

生
法
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
清

里
町
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策
定

し
、関
係
行
政
機
関
、交
通
事
業
者
、

地
域
住
民
等
を
構
成
委
員
と
し
て
協

議
を
行
う
法
定
協
議
会
を
設
置
す
る

た
め
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
町
有
林
野
基
金
の
設
置
︑
管
理
及

び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
現
有
町
有
林
所
在
地
を
地
籍
図
の

精
査
に
よ
り
修
正
を
行
う
と
と
も

に
、
町
有
林
の
面
積
に
つ
い
て
、
変

動
が
あ
っ
た
場
合
に
林
地
台
帳
等
に

よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
管
理
を
行
う

た
め
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
清
里
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
、
保
険

税
算
定
の
た
め
の
資
産
割
廃
止
に
向

け
た
段
階
的
な
所
得
割
へ
の
移
行
、

低
所
得
者
へ
の
負
担
軽
減
を
行
う
基

準
額
の
拡
充
に
伴
う
改
正
で
す
。

◆
清
里
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
出
産
一
時
金
の
支
給
総
額

を
引
き
上
げ
る
た
め
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◆
清
里
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
清
里
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
で
す
。

人

事

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
６
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
人

権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、
梅

村
百
合
子
氏
（
新
任
）
の
推
薦
に
同

意
し
ま
し
た
。

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平
委
員
会
委

員
の
選
任

　
前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
山

下
英
二
氏
（
大
空
町
）
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

◆
清
里
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

　
３
月
18
日
で
任
期
満
了
と
な
る
農

業
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

○
青
野　
徹
氏
（
再
任
）

○
島
田
愼
司
氏
（
再
任
）

○
岡
本
勝
弘
氏
（
再
任
）

○
太
田
智
美
氏
（
再
任
）

○
岩
井
清
郎
氏
（
再
任
）

○
早
川
秀
和
氏
（
再
任
）

○
佐
藤
弘
康
氏
（
新
任
）

○
吉
田
勝
典
氏
（
新
任
）

○
長
嶋
裕
平
氏
（
新
任
）

○
河
富
士
夫
氏
（
再
任
）

○
鈴
木
良
則
氏
（
再
任
）

○
浅
野
智
樹
氏
（
新
任
）

○
柳
谷
克
彦
氏
（
再
任
）

○
垂
石
義
秋
氏
（
再
任
）

専
決
処
分
の
承
認

◆
ご
み
処
理
運
搬
車
等
更
新
事
業
契

約
の
変
更

○
納
期

・
変
更
前　
令
和
５
年
３
月
２
日

・
変
更
後　
令
和
５
年
３
月
23
日

○
契
約
の
相
手
方

古
屋
自
動
車
工
業

財

産

◆
財
産
（
麦
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
）

の
無
償
譲
渡

○
建
物
の
所
在
地

・
清
里
町
字
神
威
７
０
８
番
地
４

○
数
量

・
機
械
棟　
４
５
４
．５
６
㎡

・
計
量
棟　
１
３
２
．８
９
㎡

○
譲
渡
の
目
的

　
小
麦
の
安
定
生
産
と
農
業
者
の
負

担
軽
減

○
譲
渡
の
相
手
方

　
清
里
町
農
業
協
同
組
合

意

見

書

◆
食
料
安
全
保
障
の
強
化
及
び
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
確
立
と
酪

農
・
畜
産
経
営
の
安
定
を
求
め
る
意

見
書

　
世
界
の
食
料
事
情
の
変
化
や
気
象

変
動
に
よ
る
農
業
被
害
等
に
鑑
み
、

食
料
の
安
定
生
産
・
供
給
に
向
け
て

生
産
資
材
の
安
定
的
な
確
保
や
担
い

手
の
育
成
、
再
生
産
可
能
な
直
接
支

払
制
度
の
導
入
な
ど
機
動
的
な
施
策

の
拡
充
や
予
算
の
確
保
に
よ
り
、
生

産
基
盤
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
酪
農
・
畜
産
経
営
は
か
つ

て
な
い
ほ
ど
厳
し
い
情
勢
に
晒
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
官
民
一
体
で
の

在
庫
削
減
な
ど
の
需
給
調
整
対
策
を

行
い
、
牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡
大
の

一
層
の
強
化
な
ど
で
、
一
刻
も
早
い

需
給
改
善
を
図
る
こ
と
。（
抜
粋
）

議
員
の
辞
職

古
谷
一
夫
議
員
よ
り
、
２
月
15
日

付
け
で
議
員
の
辞
職
願
が
提
出
さ

れ
、
議
長
は
、
地
方
自
治
法
１
２
６

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
日
付
け
で

辞
職
を
許
可
し
、
臨
時
会
で
報
告
し

ま
し
た
。

斜
里
郡
３
町
終
末
処
理
事
業

組
合
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　
斜
里
郡
３
町
終
末
処
理
事
業
組
合

議
会
に
本
町
議
会
か
ら
選
出
し
て
い

る
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、
組

合
規
約
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
補
欠
議
員
１
名
の
選
挙
（
指
名
推

薦
）
を
行
い
ま
し
た
。

○
当
選
人　
前
中
康
男
議
員

令和５年 第１回臨時会

清里高校生と議会議員との意見交換会を開催

斜里郡３町議会議員研修会に参加

令和５年２月２２日

斜里郡３町終末処理事業組合議会
議員の補欠選挙を行いました。

　この度、田中　誠議長が、
全国町村議会議長会より表彰
を受けました。
　これは、田中議長が多年に
わたり議長として、地域の振
興発展に寄与された功績が認
められたものです。

　２月１４日、小清水町アグリハー
トセンターで「斜里郡３町議会議
員研修会」が開催され、本町から
８名が参加しました。農業拠点施
設の整備・運営状況等の説明を受
け、研鑽を深めました。

　２月13日、清里高校において、
清里高校生と議会議員による意
見交換会が開催されました。
　高校からは生徒会役員５名、議
会からは田中議長、村島議員、
堀川議員の３名が出席しました。
　学校行事、校則の改訂、「高齢
者に優しい町」、「清里町を知ってもらうための取組み」等の地域活性化策
など、様々な意見が交わされました。

地 域 の 振 興
発 展 に 貢 献

議会通信　【編集】　議会広報特別委員会　☎ 25-2188

２０２３.４　広報きよさと 24広報きよさと　２０２３.４25


